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イントロダクション 

・iSALEは基本的にソースコードの内容を知らなく
ても動くように設計されている  

・インストール時に作成された実行ファイル(iSALE2D)が
初期条件(asteroid.inp)、物質の情報(material.inp)を 

読み込み計算 

 →毎回、コンパイルしなくてよい 

・計算結果もpySALEPlot、VIMoDを使うことで図として
表示することができる 



イントロダクション 

・一方で、設定されている物理量以外を出力すること
はできない 

・コード内でどういう計算が行われているのかがわか
らない 

・計算結果はバイナリで出力されるため、テキスト化
や他の描画ソフト(gnuplot)で見るには一手間必要 



イントロダクション 

・今回の発表では、ソースコードの場所やコードの
変更の仕方を簡単に紹介 



ソースコードの場所 

・ソースコードはダウンロードしたディレクトリ内の 

 /iSALE/src/に保管されている 

 （私の場合~/iSALE-Dellen/work/iSALE/src/） 

 /iSALE/src/には以下の四つのディレクトリ 

optional ptools shared 2D 

src 

iSALE 



ソースコードの場所 

optional 

ptools 

shared 

2D 

不明（iSALE2Dの並列計算プログラム？ 

ANEOSのtable作成プログラム？） 

実行ファイルiSALE2Dを作成するための
プログラムを保管 

iSALEの2Dと3Dで共通して使われるプ
ログラムを保管 

主にiSALEMatとiSALEParを作成するための
プログラムを保管(一部iSALE2Dでも使用) 



ソースコードの場所 

shared 

2D 

・実行ファイルiSALE2Dを作成するためのプログラムを保管 

 （Makefileやメイン関数（iSALE2D.F90）など） 

・出力を変更したい場合は、write.F90などの中身を変更す
ればいい 

・iSALEの2Dと3Dで共通して使われるプログラムを保管 

 （.inpファイルを読み込むプログラムなど） 

・モジュールはこのディレクトリに保管されている 

 変数の多くはmod_isale.F90内で宣言 



ソースコードの場所 

・ディレクトリ2D内の実行ファイルはデモ計算の実行ファイ
ルとは別物（bin以下のiSALE2Dにリンク） 

例 demo2D内で以下のコマンド入力 

$ ls -l 

・更新したiSALE2Dをbin以下にコピーすることで、はじめて
更新したiSALE2Dの実行できる 



iSALE2D.F90の中身 

・ディレクトリ2D以下のiSALE2D.F90がメイン関数 

 （iSALE-chicxulubの場合はmain.F90） 

・一応、各サブルーチンについて、短く説明が書かれてい
るので、慣れるまでは、このプログラムから目的の物理量
が計算されているプログラムまで辿るのがおすすめ 



iSALE2D.F90の中身 
35行目まで 

モジュールから使う変数の呼び出し 

iSALE2D.F90でのみ使用する 
変数の宣言 



iSALE2D.F90の中身 
35行目～50行目 

・iSALE2Dを実行すると端末に表示されるもの 

 →実習1ではここに名前加えます 



iSALE2D.F90の中身 
50行目～73行目 

astroid.inp、material.inp 
の読み込み、dumpfile
の有無の確認、 
初期状態を計算、 
端末への表示など 



73行目～108行目 

TimeがTEND以上に

なるまでループし、
計算を続ける 



iSALE2D.F90の中身 
103行目～116行目 

・ループ終了後の後処理と計算終了 



ソースコードの変更 

変更の仕方は極めて原始的 

1. iSALE2D.F90やマニュアルを見て、変更したい物理量を
扱ってそうな変数及び、サブルーチン名をみつける 

2. grepコマンドを使って当たりをつけた変数を含むプログ
ラムを検索 

$ grep  ”変数名”   ＊.F90 



ソースコードの変更 

3.検索した文字を含むプログラムが表示される 

$ grep  ”time_cpu”   ＊.F90 例 

4.定義等が見つからなければ、別の変数等に変更して 

 プログラムを絞り込んで見つける 

“time_cpu”が書かれているプログラム 



ソースコードの変更 

５.プログラムを変更する 

time_cpuを端末に表示する 例 



ソースコードの変更 

６．プログラムを更新したので、コンパイルする 

$ make 

７．実行ファイル(iSALE2D)が更新されたので、 

  実行ファイルをリンク先に移動する 

$ cp  iSALE2D  /home/suetsugu/iSALE-Dellen/install/bin/ 

これでどのデモ計算を行った場合でも、 

更新したiSALE2Dが実行されることになる 



実習 

・実習１：名前の追加 

・実習２：output.txt0への出力回数の変更 

・実習３：端末への計算時間の表示（時間があれば） 



実習1:名前の追加 

・iSALE2Dを実行すると以下のように表示される 

コードをいじるので自分の名前を追加しよう 



実習1:名前の追加 

・ソースコードの保管されているディレクトリに移動 

$ cd ~/iSALE-Dellen/work/iSALE/src/2D 

人によって異なる 

・iSALE2D.F90を変更するので、変更前にバック
アップをとっておく 

$ cp  iSALE2D.F90   iSALE2D_bk.F90  

（iSALE-chicxulubの場合はmain.F90なのでmain_bk.F90などにする） 



実習1:名前の追加 

・適当なテキストエディタでiSALE2D.F90を開く 

$emacs  iSALE2D.F90  -nw テキストエディタが 
emacsの場合 



実習1:名前の追加 

・適当なテキストエディタでiSALE2D.F90を開く 

テキストエディタが 
emacsの場合 

ここに名前を入れる 

$emacs  iSALE2D.F90  -nw 



実習1:名前の追加 
・例えば 

・追加できたら保存する(emacsだとCtrl + X, Ctrl + S) 



実習1:名前の追加 

・iSALE2D.F90を更新したので、コンパイルする 

$make 

・実行ファイル(iSALE2D)が更新されたので、 

 実行ファイルをリンク先に移動する 

$cp  iSALE2D  /home/suetsugu/iSALE-Dellen/install/bin 



実習1:名前の追加 

・確認のためdemo2Dを実行してみると、 



実習2:出力する頻度の変更 
・output.txt0には、様々な情報が記録される 

demo2Dの場合、demo2D/demo2D/以下 



実習2:出力する頻度の変更 

asteroid.inp内の 
DTSAVEで 
出力頻度の 
変更可 

50ステップに 
1回出力 

ソースコード内で 
決められており 
変更不可 

・output.txt0には、様々な情報が記録される 
demo2Dの場合、demo2D/demo2D/以下 



実習2:出力する頻度の変更 
・PROGRESS以下には保存量の時間変化が記録 

demo2Dの場合、demo2D/demo2D/以下 

＊質量保存はmass.txt0 

    1行目：時間 

   2行目：現在の質量 

  3行目：(現在の質量-初期質量）/初期質量 

＊エネルギー保存はenergy.txt0 

    1行目：時間 

   2行目：現在の全エネルギー – 初期の全エネルギー 

  3行目：現在の内部エネルギー – 初期の内部エネルギー 

   4行目：現在の運動エネルギー – 初期の運動エネルギー 



実習2:出力する頻度の変更 
・例：demo2Dのmass.txt0の一行目と三行目 

これらの出力頻度も 

50ステップに1回で固定 

時間[s] 

(現
在
の
質
量

-初
期
質
量
）
/初

期
質
量

 

グラフの表示 

$ gnuplot 

plot ”mass.txt0” u 1:3 

demo2D/demo2D/PROGRESS 
内でgnuplotを立ち上げる 

以下のコマンドを入力 



実習2:出力する頻度の変更 

・テキストエディタでupdate_cycle.F90を開く 

emacs  update_cycle.F90  -nw  

・50ステップに1回から10ステップに1回に変更する 

・ディレクトリ2D内のupdate_cycle.F90をコピーする 

cp  update_cycle.F90  update_cycle_bk.F90 

（iSALE-chicxulubの場合はnewcyc.F90なので、newcyc_bk.F90などにする） 



ステップ数が50で割りきれた 
時に出力している 

この変数の値を変える 



ステップ数が50で割りきれた 
時に出力している 

この変数の値を変える 

今回は10にする 



実習2:出力する頻度の変更 

・step=10に変更したら保存(emacsだとCtrl + X, Ctrl + S) 

・update_cycle.F90を更新したのでコンパイルする 

make 

・実行ファイルをリンク先に移動する 

cp  iSALE2D  /home/suetsugu/iSALE-Dellen/install/bin 



実習2:出力する頻度の変更 

・例：demo2Dのmass.txt0の一行目と三行目 

(現
在
の
質
量

-
初
期
質
量
）/
初
期
質
量

 

時間[s] 

グラフの表示 

$ gnuplot 

plot ”mass.txt0” u 1:3 

demo2D/demo2D/PROGRESS 
内でgnuplotを立ち上げる 

以下のコマンドを入力 

出力頻度が 

10ステップに1回に増加 



実習2:出力する頻度の変更 

・例：demo2Dのmass.txt0の一行目と三行目 

(現
在
の
質
量

-
初
期
質
量
）/
初
期
質
量

 

時間[s] 

出力頻度が 

10ステップに1回に増加 

出力自体を変更するなら
src/shared/以下の
mod_conservation.F90 

を変更する 



実習3:端末への時間表示 
・端末への計算時間とCPU時間の表示 

 適当な時間間隔で計算時間を端末に表示するよう 

 出力文を追加する 

初期状態を計算 

結果の出力&保存 
タイムステップの計算 
様々な物理量の計算 

計算終了の処理 

do while(計算時間<TEND) 

end do 

出力用の時間を宣言 

If(出力用の時間>0.1) then 

計算時間を出力する文 

iSALE2D.F90 

endif 

出力用の時間をリセット 

出力用の時間にdtを足す 



real :: time_output=0.0 

実習3:端末への時間表示 

time_output = time_output + dt 

・time, time_cpuはiSALE2D.F90内ですでに宣言済み 

・dtもモジュール内で宣言されている 

・time_outputのみ新たに宣言する 

if(time_output>0.1) then 
     write(*,*) ’TIME[s]=’, time,  ’CPUTIME[s]=’, time_cpu 
     time_output = 0.0 
endif 





実習3:端末への時間表示 



まとめ 

・iSALE2Dの小さな改良は比較的簡単にできる 

・今回は割愛したが出力先の変更やテキストでの
出力も出力先の番号にさえ注意すれば可能 

（shared/mod_io.F90を参照） 

iSALEの開発者であるGareth Collins, Kai Wünnemann, 
Boris Ivanov, H. Jay Melosh, Dirk Elbeshausenの各氏に
感謝致します  


